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個別の指導計画 記入例 

 

作成日 令和元年 ５月 １０日  記入者（ ○ ○ ○ ○ ） 

第 ○ 学年 氏 名 小豆 太郎 

年間目標 

・自分でできることは自分で取り組み、困った時に自分から助けを求めることができる 

ようになる。 

・漢字を書くことへの苦手意識を減らす。 

学期目標 

 指導目標 支援内容・方法 評価 

 

 

1 

学

期 

 

 

・自分からという

意識をもつことが

できる。 

 

 

・自分に合った漢 

字の覚え方を知 

る。 

 

・プリント類のルビ打ちをし

ないで渡すなど、自分から申

し出ること、自分からという

意識を持つことができるよう

な場面設定をしていく。 

・漢字を書くことよりも読む

ことを重視し、いろいろな覚

え方を提示し、自分に合った

覚え方を獲得できるようにし

ていく。 

困った時に自分から「○○し

て下さい。」と申し出ることが

できるようになった。 

 

 

覚え方を指導していく中で、

「漢字おもしろいな」と感想

を言ったりするようになっ

た。 

 

 

 

2

学

期 

 

 

 

・自分でできるこ 

とを増やしてい 

く。 

 

 

・自分に合った漢 

字の覚え方を知 

る。 

 

・調理実習に取り組む。材料

や作り方を自分で調べ、調理

道具も自分で用意して調理を

する。一人一品とする。 

 

・１学期から引き続いて指導

する。提示する覚え方を増や

す。 

一人暮らしに向けて、できる

ことを増やしていかなければ

という意識を強く持つように

なり、家庭で調理に取り組ん

だりするようになった。 

漢字だけを覚えるのではな

く、文章のつながりで覚えて

いく方が覚えやすいことが分

かり、漢字への苦手意識が減

ってきたと本人も言ってい

た。 

 

 

3

学

期 

 

   

 

毎年作成する。 
年間目標は１年間で達成でき、学期目

標は学期内で達成できるようなスモー

ルステップの目標設定にする。 

できるだけ具体的な支援内容・方法を記入する。 

前の学期内で達成できなかった目標は、引き続き

設定しても良い。 

支援内容・方法については、見直しをし、変更点

を記入する。 
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個別の教育支援計画 記入例 

 

作成日   令和元年 ５月 １０日  記入者（ ○ ○ ○ ○ ） 

作成日     年   月   日  記入者（         ） 

作成日     年   月   日  記入者（         ） 

（ふりがな） 

氏名 小豆
しょうず

 太郎
た ろ う

 性別 男 生年月日 平成○○年○月○日 

 

本人の状況 

 

学習障害(読み書き障害)があり、文章を読むのが遅く、漢字や片仮名、

アルファベットを書いたり読んだりするのが苦手である。 

自分の思いをうまく表現することができず、人と話すのが苦手である。 

 

合理的配慮 

の状況 

プリント類は、ゴシック体で１４ポイントに拡大し、ルビ打ちをする。

タブレットを使用して、板書の記録や音声学習に利用する。 

テストでは、1.3倍の時間延長、英語と国語の本文の読み上げ（申し出

に応じて）をしている。 

 

本人の願い 

 

誰とでも話ができるようになりたい。 

仕事に就いて、職場の人と仲良くやっていきたい。 

 

保護者の願い 

 

社会に出て一人で生活できるようになってほしい。 

仕事に就いた時には、職場の人と上手に付き合うことができ、離職する

ことがないようにしてほしい。 

学校における支援 

支援目標 支援内容 

・自分でできることは自分で取り組み、困 

った時に自分から助けを求めることがで

きる。 

 

 

・漢字に対する苦手意識を減らす。 

 

・プリント類のルビ打ちをしないで渡した

りして、困る場面を作ることで自分から申

し出ること、自分からという意識を持つこ

とができるようにしていく。 

 

・ゲームなどを通して漢字を楽しく感じる

ことができるようにしていく。 

関係機関における支援の内容 

家庭 医療関係 福祉関係 労働関係 その他 

教科書のルビ打

ちをする。 

 

定期的に通院

し、状況を聞き

服薬等について

指示をする。 

  学習塾で学習面

の補習や予習を

する。 

 

卒業後を見越して、学校でできる

支援について書く 

現在かかっている機関の支援内容を

書く。ない場合は空欄でよい。 

毎年内容について見直し、更新する。

内容に変更が無ければ書き換える必

要はないが、作成日と記入者につい

ては毎年記入する。 

現

在

の

状

況

に

つ

い

て

記

入

す

る

。

配

慮

事

項

に

つ

い

て

は

な

け

れ 

ば

空

欄

で

よ

い



ＬＨＲ 学習指導案 

１．日時    令和元年 １１月５日（火） 第５校時 （１３：３０～ １４：２０ ） 

２．対象学級 １年５組（男子 １３名、女子 １７名、計 ３０名） 

３．場所   １－５ＨＲ教室 

４．主題   互いに尊重できる人間関係づくりを考えよう 

①（自己および他者の個性の理解と尊重） 

５．ねらい  「自尊感情を高める」思春期の生徒は自分を客観的に見ることが苦手で、自分の

良さに気付きにくいこともある。この授業を通して 自己の個性を見つめ大切にす

るとともに、他者の視点を借りて自分の良さを指摘されることで自己理解を深め

させたい。また、日頃短所に感じる自分の性格の嫌なところは見方によっては長

所になることに気づかせ、自尊感情を高めさせたい。 

６．生徒観  特別進学クラスの生徒であり、円滑な人間関係の構築において必要なソーシャル 

スキルを有する生徒も多い。中学校から互いの人柄をよく理解しているということ 

もあり、互いの個性を尊重してよりよい集団を作っていこうという意識が高い。 

７．評価基準 

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 

自分を素直に見つめ、より良い仲間

づくりをしていこうとする意欲があ

る。 

自他を客観視しようとする。 自分を表現しつつ、相手を傷つける

ことなく円滑な人間関係を築こうと

する。 

８．本時の展開 

 学習内容 学習活動 指導上の留意点 

導入 

（５分） 

学習内容を理解す

る 

教師の説明を聞く。 ・人にはそれぞれ違った個性があり、誰に

でもよいところがあることを伝える。 

・自分の良さは自分一人では気づきにく

いこともあるため、他の人から自分のよ

いところを教えてもらうのも自己発見

の一つの方法であることを伝える。 

活動① 

自分自身を見つめ

てみよう 

（ワークシート１） 

ワークシートに記入する。 ・自分を知らない人に自己紹介するつも

りで「私は」に続く文を作らせる。 

・「自分の長所」「自分の得意なこと」「自

分の短所」「自分の苦手なこと」の４点

に関する記述を必ず入れるように注意

する。 

・記述に困っている様子が見受けられる

場合には、「参考：人柄を表すことば」

を見てもよいと伝える。 

※自由に記述することが難しいと思われ

るクラスは別添付資料の選択肢に○を

つけさせるシートをご利用ください。 
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展開 

（40分） 

活動② 

「あなたのよいと

ころ」発見 

（ワークシート１） 

・近くの生徒とグループを

作り、グループ内の各生徒

についてのよいところを

記入する。 

・ポジティブな用語のみを使うように指

示する。 

 

 活動③ 

「あなたのよいと

ころ」の意見交換 

（ワークシート１，

２） 

・生徒同士で、お互いが書い

た「あなたのよいところ」

を言い合う。 

・「私のよいところまとめコ

ーナー」を使って自分につ

いて整理する。 

・「友達から言われてうれしかった私のよ

いところ」「友達から言われて意外だっ

た私のよいところ」に書かれた言葉は自

分自身では気づかなかった自分の良さ

であることを伝え、自分らしさとして大

切にしてほしいことを伝える。 

 活動③ 

短所のリフレーミ

ング 

（ワークシート２） 

・ペアになり、短所の例をリ

フレーミングするとどの

ような表現になるか考え

る。 

・パートナーの短所をリフ

レーミングすると、どのよ

うな表現になるか考えて

本人に伝える。 

・短所は長所に置き換えることができる

ことを説明する。 

・必ずプラスの表現を使うように注意す

る。 

※自分たちでリフレーミングさせるのが

難しそうなクラスは別添付資料の選択

肢から選ばせるシートをご利用くださ

い。 

まとめ 

（５分） 

まとめ 

（ワークシート３） 

・self-esteem についての説

明を聞く。 

・感想を記入する。 

・ワークシート１、２を提出

する。 

・本時の学習の確認を聞く。 

・次回の学習内容の予告を

聞く。 

欠点のない人、逆に長所のない人も存在し

ないことに気づかせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


